
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち組合員が望む「国産大豆と天然にがりで作り、泡消剤は使わないとうふ」を地域のとうふ屋さんに作っても

らおうと、とうふ屋さんと粘り強く交渉し、共同購入できるようになってから３０年が経ちました。生産者の高齢化

や跡継ぎ問題で生産者は減りましたが、稲城市の須黒食品・日野市の三河屋・府中市の元気屋の３生産者は、毎日

頑張ってとうふをつくり続けています。 

 

学校給食を担当する栄養士さんからも評価され、須黒食品のとうふは東京・神奈川の500校以上で、三河屋のと

うふは日野市の学校給食で使われています。 

そんな生活クラブの「とうふ」や「揚げ類」が、どうやって作られているのか、オンラインで見てみませんか？ 

12月限定の「ふくふくがんも」を使った、須黒亮吉さんの簡単！美味しい！お料理紹介もぜひご覧ください。 

 

これは何の写真？ 

答えは 11/11のオンラインクッキング＆工場見学で♪ 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】 

多摩南生活クラブ生協 

042-798-4371 

(月～金9:00～17:00) 

 

日  時：11 月 11日(火) 

10:00～11:30 
参加費：無料 

申込み：11/4(火)までにこちらから→ 
前日までにzoom招待URLをメールでお送りいたします。 

ドメイン名 s-club.coopを受け取れるようにしてください。 

または迷惑メールをご確認ください。 

今後、親子バレンタインクッキー

作りや野菜の収穫体験を予定

しています。お楽しみに♪ 

 

工場内のキッチンからお届けする料理解説は、 

とうふ屋ならではのアイデアもあります。 


